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◆多摩のあゆみ165号

治
水
・
利
水
に
関
わ
る

土
木
遺
産

は
じ
め
に

河
口
か
ら
五
・
八

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

付
近
に
あ
る
六
郷
橋
よ
り
多
摩
川
を

見
る
と
、
河
原
は
一
面
人
工
的
に
整
備
さ
れ
、
い
く
つ
も
の
野

球
場
が
広
が
っ
て
い
る
。
野
球
場
を
中
心
と
し
た
人
工
的
整
備

は
、
さ
ら
に
下
流
の
大
師
橋
（
河
口
か
ら
二
・
七

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

）、
上

流
で
は
関
戸
橋
（
三
四
・
八

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

）
付
近
ま
で
続
く
。
そ
こ
は

東
京
都
民
、
ま
た
横
浜
・
川
崎
市
民
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
多
摩
川
は
、
日
本
の
な
か
で
有
数
の

都
市
河
川
と
い
っ
て
よ
く
、
都
市
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
大

い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
律
令
時
代
の
武
蔵
国
府
は
多
摩
川
に

隣
接
す
る
府
中
市
に
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
武
蔵
国
政

治
の
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
五
九
〇
（
天
正
一
八
）
年
徳
川

松
　
浦
　
茂
　
樹

多
摩
川
の
水
利
と
治
水

家
康
が
関
東
入
国
し
、
そ
の
中
心
地
と
し
た
江
戸
は
「
将
軍
の

お
膝
下
」
と
し
て
大
き
く
発
展
し
た
が
、
そ
の
飲
料
水
を
ま
か

な
っ
た
の
は
多
摩
川
の
水
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
他
に
例

を
み
な
い
独
特
の
取
水
堰
が
造
ら
れ
た
。
さ
ら
に
幕
末
、
横
浜

が
開
港
と
な
っ
た
が
、
そ
の
飲
料
水
と
し
て
多
摩
川
か
ら
導
水

さ
れ
た
。
多
摩
川
は
、
日
本
の
歴
史
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
戦
前
、
水
道
ダ
ム
と
し
て
着
工
さ
れ
た
小
河
内

ダ
ム
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
内
ダ
ム
に
比
べ
て
そ
の
規
模
は
は
る

か
に
大
き
く
、
画
期
的
な
施
工
技
術
で
進
め
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
多
摩
川
に
つ
い
て
国
土
史
研
究
の
立
場
か
ら
ト

ピ
ッ
ク
的
な
も
の
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

一
　
概
況

多
摩
川
の
流
域
面
積
は
日
本
で
は
五
〇
番
目
の
大
き
さ
の
一
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二
四
〇
平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

で
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
最
大
の
氾
濫
域
面
積

（
想
定
最
大
氾
濫
面
積
）
は
一
六
五
平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

で
あ
る
が
、
こ

の
氾
濫
域
は
今
日
、
し
っ
か
り
し
た
堤
防
で
防
御
さ
れ
大
い
に

都
市
化
が
進
ん
で
い
る
。
図
1
に
み
る
よ
う
に
、
氾
濫
域
は
下

流
部
（
河
口
か
ら
約
一
三

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

の
丸
子
橋
か
ら
下
流
）
を
除
い

て
幅
一
〜
三

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

と
比
較
的
狭
い
。
こ
の
間
は
丘
陵
と
台
地
に

囲
ま
れ
氾
濫
地
域
は
広
が
ら
ず
、
河
道
に
は
土
砂
の
堆
積
が
み

ら
れ
る
。
下
流
部
は
三
角
州
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
海
に
近
い

と
こ
ろ
は
近
世
、
新
田
干
拓
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
。
さ
ら
に

近
代
に
な
っ
て
、
そ
の
前
面
が
埋
立
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
。

多
摩
川
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
山
地
か
ら
の
土
砂
の
流
出

が
多
く
、
ま
た
河
道
で
の
土
砂
の
移
動
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
上
流
山
地
部
に
破
砕
帯
地
帯
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
土
砂
が
供
給
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
測
量
の
五
万
分
の
一
地
形
図
で
み
る
と
、
丸
子
橋
付

近
ま
で
広
い
河
原
が
拡
が
っ
て
い
る
。
戦
前
ま
で
多
摩
川
で
は

大
量
の
砂
利
が
採
掘
さ
れ
、
鉄
道
の
バ
ラ
ス
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
。

近
世
、
下
流
部
を
通
る
東
海
道
で
は
一
六
〇
〇
（
慶
長
五
）

年
橋
が
建
造
さ
れ
た
が
、
た
び
た
び
洪
水
で
流
出
し
一
六
八
八

埼玉県 
羽村堰 

上河原堰 

宿河原堰 

平井川 
秋川 

浅川 

大栗川 

多　　
摩

　　

川 

東京都 

野
川 

神奈川県 氾濫原 

流域界 

都県界 

図 1 多摩川想定氾濫区域



6

（
貞
享
五
）
年
以
降
は
造
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
河
床
に
堆
積
し
て
い
る
砂
礫
の
移
動
が
大
き

か
っ
た
た
め
、
安
定
し
た
橋
脚
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
隅
田
川
に

架
か
る
千
住
大
橋
は
一
五
九
四
（
文
禄
三
）
年
建

造
さ
れ
た
が
、
近
世
を
通
じ
て
流
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
隅
田
川
で
は
河
床
に
堆
積
し
て
い
る

の
は
粒
の
小
さ
い
砂
泥
で
あ
り
、
移
動
は
少
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

舟
運
は
、
下
流
部
の
砂
利
船
以
外
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
な
か
っ
た
。
近
世
、
多
く
の
河
川
で
物
資
輸

送
に
舟
運
が
重
要
な
役
割
を
担
い
、
そ
の
下
流
部

に
大
都
市
が
栄
え
て
い
た
。
利
根
川
・
淀
川
な
ど

で
は
中
世
か
ら
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
。
江
戸
を

支
え
て
い
た
の
は
隅
田
川
で
あ
り
、
隅
田
川
は
荒

川
・
利
根
川
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
天
下
の
台
所

大
阪
を
支
え
て
い
た
の
が
淀
川
で
あ
っ
た
。
し
か

し
多
摩
川
で
は
下
流
部
で
わ
ず
か
に
見
ら
れ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ

の
理
由
の
一
つ
は
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
玉
川
上

表 2 関東地方の主な河川の用水安定の類型化

流域面積
（km2）

想定最大氾濫面積
（他流域との重合部
分も含める）（km2）

他河川との
重合面積（km2）

流域面積÷
想定最大氾
濫面積

用水の安定性
（注 1）

利根川
荒川
富士川
那珂川
多摩川
久慈川
鶴見川
相模川

利根川
＋荒川

16,840.0
2,940.0
3,990.0
3,270.0
1,240.0
1,490.0
235.0

1,680.0

19,780.0

5,102.4
1,028.2
448.5
294.6
164.7
168.3
68.5
168.5

5,547.7

荒川 575.9（注 2）
利根川 575.9（注 2）

金目川 0.6

3.6
3.6
8.9
11.1
7.5
8.9
3.4
10.0

3.6

D（注 3）
D（注 3）
B
A
B
B
D
A

D

A 安定した河川 流域面積が水田面積に対して、15倍以上
B ほぼ安定した河川 流域面積が水田面積に対して、10～15倍
C 不安定な河川 流域面積が水田面積に対して、 7～10倍
D 非常に不安定な河川 流域面積が水田面積に対して、 7倍以下

表 1 流域面積に対する稲作用水の安定化基準

A
B
C
D

安定した河川
ほぼ安定した河川
不安定な河川
非常に不安定な河川

流域面積が水田面積に対して、 9倍以上
流域面積が水田面積に対して、 6～ 9倍
流域面積が水田面積に対して、4.2～ 6倍
流域面積が水田面積に対して、4.2倍以下

注 1 A、B、C、Dのランクに分類し評価する
注 2 埼玉平野における荒川と利根川の重合地域は中川右岸とした
注 3 利根川と荒川を全く平等に扱い、同じ用水状況とした

出典）松浦茂樹「沖積低地における河川処理の計画論的評価に関する研究」『土木研究報告』第169号、
24～34頁、建設省土木研究所、1986年

河川名
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水
に
羽
村
堰
（
河
口
よ
り
五
四

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

）
か
ら
大
量
の
水
が
取
ら

れ
、
そ
の
下
流
部
で
は
流
水
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
取
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
四
代
将
軍
家
綱

の
時
代
で
、
玉
川
上
水
開
設
以
前
に
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
多
摩
川
流
域
の
物
資
の
一
部
は
川
越
に
運
ば
れ
、

こ
こ
か
ら
新
河
岸
川
舟
運
を
利
用
し
て
江
戸
に
運
ば
れ
た
り
し

て
い
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
多
摩
川
は
河
床
に
大
量
の
土
砂
が
堆
積

し
、
ま
た
そ
の
移
動
が
激
し
く
船
に
と
っ
て
安
定
し
た
水
路
で

は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
流
出
す
る
土
砂
量
は
多
く
、
近
代
初

め
、
横
浜
港
と
東
京
の
間
で
使
わ
れ
た
艀

は
し
け

に
と
っ
て
、
そ
の
難

所
は
浅
瀬
に
な
っ
て
い
る
多
摩
川
河
口
沖
で
あ
っ
た
。

一
方
、
筏
が
あ
る
。
上
流
山
地
部
は
林
業
地
帯
で
、
杉
丸
太

が
筏
に
組
ん
で
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
羽
村
堰
に
よ
り
そ
の

流
下
が
遮
断
さ
れ
、
そ
こ
の
通
過
は
月
に
数
回
、
一
日
の
開
放

時
間
は
一
時
間
程
度
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

羽
村
堰
下
流
で
は
、
通
常
時
に
流
れ
る
水
は
少
な
か
っ
た
。

筆
者
は
、
沖
積
低
地
に
展
開
可
能
な
水
田
面
積
か
ら
河
川
灌
漑

の
安
定
性
を
評
価
し
た
こ
と
が
あ
る
。
灌
漑
面
積
と
流
域
面
積

の
関
係
に
対
し
、
農
業
水
文
学
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
と

に
類
型
化
基
準
を
定
め
（
表
1
）、
実
績
を
も
と
に
し
て
沖
積

低
地
の
六
割
が
水
田
化
し
得
る
と
の
前
提
で
河
川
を
評
価
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
土
質
等
に
よ
る
減
水
深
（
地
下
に
浸
透

す
る
水
量
）、
地
質
の
保
水
性
、
降
雨
等
の
条
件
は
無
視
さ
れ

て
い
る
が
、
マ
ク
ロ
的
に
み
て
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
基
準
に
基
づ
き
、
関
東
の
主
な
河
川
に
つ
い
て
評
価
し

た
の
が
表
2
で
あ
る
。
利
根
川
・
荒
川
は
東
京
下
町
な
ど
流
域

外
に
も
拡
が
る
広
い
氾
濫
面
積
を
も
っ
て
い
る
の
で
、「
D
非

常
に
不
安
定
な
河
川
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
多
摩
川
は
「
B

ほ
ぼ
安
定
し
た
河
川
」
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
玉
川
上
水
に

よ
る
取
水
を
加
味
し
、
そ
の
上
流
の
流
域
（
四
八
八
平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

）

を
除
く
と
「
C
不
安
定
な
河
川
」
と
評
価
さ
れ
る
。
つ
ま
り
用

水
に
余
裕
の
あ
る
河
川
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

多
摩
川
に
は
、
羽
村
堰
よ
り
下
流
に
多
く
の
農
業
用
水
用
の

堰
が
造
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
　
二
ヶ
領
用
水
、
六

郷
用
水
で
あ
る
が
、
戦
前
、
利
水
を
巡
り
深
刻
な
紛
争
が
生
じ

た
。
そ
れ
ら
は
章
を
改
め
て
述
べ
て
い
く
。

二
　
玉
川
上
水
の
開
設

一
六
五
二
（
承
応
元
）
年
、
幕
府
は
遠
く
離
れ
た
多
摩
川
を
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水
源
と
す
る
水
道
拡
張
計
画
を
立
て
、
多
摩
川
か
ら
導
水
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
家
康
入
府
直
後
に
小
石
川
に

水
源
を
求
め
導
水
し
た
が
、
そ
の
水
量
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
江

戸
が
城
下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
た
ち
ま
ち
不
足
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
石
神
井
川
か
ら
本
格
的
に
導
水
す
る
こ

と
と
な
り
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
頃
、
神
田

上
水
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
の
街
は
一
層
、
発
展
し

て
い
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
水
源
で
は
不
足
す
る
こ
と
と
な

り
、
玉
川
上
水
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
多
摩
川
に
と
っ
て
江
戸
は
流
域
外
に
位
置
し
て
い
る
。

玉
川
上
水
は
、
羽
村
の
取
入
口
よ
り
四
谷
大
木
戸
ま
で
の
四
二

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

、
二
千
分
の
一
以
下
の
緩
い
勾
配
の
台
地
を
流
下
し
て
い

く
。
そ
こ
が
一
年
半
の
工
事
で
一
六
五
四
年
開
鑿
さ
れ
、
そ
の

後
さ
ら
に
市
内
へ
の
配
水
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
給
水
地
域
は
、

江
戸
城
お
よ
び
江
戸
西
南
部
の
大
名
・
武
家
屋
敷
が
ほ
と
ん
ど

で
、
町
屋
は
新
橋
か
ら
京
橋
地
域
な
ど
広
く
は
な
か
っ
た
。
一

六
二
〇
（
元
和
六
）
年
仙
台
城
下
へ
導
水
し
た
広
瀬
川
、
一
六

三
二
（
寛
永
九
）
年
辰
巳
用
水
に
よ
り
金
沢
城
下
へ
導
水
し
た

犀
川
な
ど
、
近
世
初
期
に
い
く
つ
か
の
都
市
へ
の
導
水
事
例
は

あ
る
が
、
そ
の
規
模
、
水
量
か
ら
し
て
、
玉
川
上
水
の
開
発
は

特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

玉
川
上
水
の
江
戸
市
中
の
役
割
は
、
飲
料
水
の
み
を
目
的
と

し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
防
火
用
、
庭
園
の
泉
水
用
、
江
戸
城

の
濠
用
水
、
さ
ら
に
下
水
路
に
流
し
て
汚
濁
物
を
流
す
洗
浄
用

水
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。
一
方
、
武
蔵
野
台
地
上
に
も
流
し
て

農
村
の
飲
料
水
、
灌
漑
用
水
な
ど
農
業
用
水
と
し
て
も
利
用
さ

れ
た
（
図
2
）。

農
業
用
水
の
代
表
的
な
も
の
は
、
延
長
二
四

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

の
野
火
止

用
水
で
あ
る
。
羽
村
の
取
入
口
よ
り
そ
う
遠
く
な
い
地
点
で
分

岐
さ
れ
る
が
、
玉
川
上
水
と
の
分
流
比
は
三
対
七
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
規
模
の
大
き
い
分
水
路
で
あ
る
。
川
越
藩
領
の
武
蔵
野
畑

作
農
村
に
飲
料
水
を
供
給
し
、
さ
ら
に
新
河
岸
川
を
伊
呂
波
樋

で
越
え
、
荒
川
右
岸
の
一
部
（
宗
岡
）
の
灌
漑
用
水
と
な
っ
て

い
た
。

そ
の
後
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
享
保
の
改
革
に
よ
り
武
蔵
野
台

地
で
も
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一

七
三
六
）
か
ら
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
四
）
に
か
け

て
多
く
の
分
水
路
が
造
ら
れ
た
。
多
く
は
飲
料
水
で
あ
っ
た
が
、

灌
漑
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
以
前
の
開
発

も
合
わ
せ
、
灌
漑
面
積
は
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
当
時
で
約
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七
三
五
町
で
あ
っ
た
。
な
お
多
摩
川
か
ら
の
取
水
量
の
う
ち
、

江
戸
（
東
京
）
市
街
地
に
到
達
す
る
の
は
三
割
弱
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
届
く
ま
で
地
下
漏
水
な
ど
に
よ
る
減
水
が
あ
る
が
、
武

蔵
野
台
地
で
利
用
さ
れ
た
水
量
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
渇
水
時
に
は
江
戸
へ
の
供
給
が
優
先
さ
れ
、
分
水
は
制

限
さ
れ
て
い
た
。

＊
投な

げ

渡
わ
た
し

堰
（
写
真
1
）

取
水
は
羽
村
堰
を
造
っ
て
行
う
の
だ
が
、
こ
の
堰
は
固
定
堰

と
洪
水
時
に
は
堰
を
開
け
っ
放
し
に
す
る
可
動
堰
よ
り
な
っ
て

い
る
。
可
動
堰
は
投
渡
堰
と
よ
ば
れ
る
。
投
渡
の
意
味
は
明
確

で
は
な
い
が
、
ま
た
投
渡
木
（『
羽
村
町
史
』
で
は
「
な
ぎ
」

と
ル
ビ
が
あ
る
）
の
言
葉
が
あ
る
。
図
3
は
今
日
の
可
動
堰
水

流
部
の
概
略
を
示
す
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
橋
脚
・

基
礎
な
ど
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
た
が
、
基
本
的
な
仕
組

み
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
。

水
面
に
垂
直
に
立
つ
の
が
丸
太
杭
で
、
そ
れ
を
支
え
に
横
に

差
込
み
丸
太
を
渡
す
。
差
込
み
丸
太
の
前
面
に
、
水
の
流
下
を

抑
え
る
粗そ

朶だ

（
小
さ
な
木
・
枝
で
で
き
て
い
る
）、
筵

む
し
ろ

、
砂
利

を
置
く
。
水
圧
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
は
支
え
ら
れ
、
崩
れ
る
こ
と

は
な
い
。
川
の
流
量
が
多
い
と
き
は
堰
上
を
越
流
す
る
。

出
水
の
と
き
は
、
鋼
製
桁
を
あ
げ
て
支
え
て
い
た
丸
太
杭
を

引
き
離
す
。
丸
太
杭
は
支
え
を
失
い
、
差
込
み
丸
太
・
粗
朶
・

図 2 玉川上水概況図
（出典：堀越正雄『日本の上水』新人物往来社、1970年）
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筵
さ
ら
に
砂
利
と
と
も
に
流
下
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
障

害
物
は
な
く
な
り
、
出
水
は
投
渡
堰
区
間
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
こ
と
と
な
る
。

出
水
が
収
ま
っ
た
ら
丸
太
杭
を
立
て
直
し
、
そ
の
前
面
に
再

び
差
込
み
丸
太
な
ど
を
置
く
。
出
水
の
た
び
ご
と
に
造
り
直
す

の
だ
が
、
平
均
し
て
年
に
二
回
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
は
四
つ
の
橋
脚
で
三
つ
の
流
下
部
（
第
一
門
、
第
二
門
、

第
三
門
）
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
門
に
一
三
本
の
丸
太
杭
が

立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
で
は
流
下
部
は
二
つ
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

鋼
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
蛇じ

や

か
ご
（
竹
な
ど
で
作
っ
た
籠
に
玉

石
・
割
石
を
詰
め
た
も
の
）、
粗そ

朶だ

沈ち
ん

床
し
よ
う（

洗
掘
を
防
ぐ
た
め
川

底
に
お
く
）
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
一
七
一
九
（
享

保
四
）
年
ま
で
は
筏
が
堰
上
を
流
下
し
て
い
た
が
、
一
七
二
一

年
に
筏
通
場
が
固
定
堰
部
分
に
造
ら
れ
た
。
今
日
で
は
魚
道
と

な
っ
て
い
る
。

投
渡
堰
は
、
今
日
、
こ
こ
に
し
か
造
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た

近
世
、
他
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
投
渡
木

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
差
込
み
丸
太
を
指
し
て
い
る

と
の
説
、
投
渡
堰
と
同
意
義
と
す
る
説
が
あ
る
。

図 3 投渡堰の水流部断面概況図（右）

鋼製桁 

流れの方向 約 4 m

約40m

砂利 

約1.2m
流水 

基礎部分 

筵（
む
し
ろ
） 

粗
朶（
そ
だ
） 

丸
太
杭 

差
し
込
み
丸
太 

写真 1 羽村取水堰（上）



11

◆特集◆治水・利水に関わる土木遺産

が
取
水
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は

上
河
原
堰

か
ら
そ
う

遠
く
な
い

上
流
で
取

水
す
る
大

丸
用
水
の

残
水
の
一

部
が
二
ヶ

領
用
水
路

に
流
下
す

る
が
、
後

は
す
べ
て

多
摩
川
に

還
元
し
て

い
っ
た
。

享
保
年

間
以
降
、

図 4 多摩川利水概況図
（出典：新沢嘉芽統『水利の開発と調整』下巻、時潮社、1980年）

三
　
二
ヶ
領
用
水
の
整
備
と
進
展

二
ヶ
領
用
水
は
、
近
世
初
頭
に
整
備
さ
れ
た
下
流
部
右
岸
側

を
灌
漑
す
る
大
用
水
で
あ
る
。
一
六
〇
九
（
慶
長
一
四
）
年
、

幹
線
工
事
が
完
了
し
た
直
後
に
検
地
を
受
け
た
が
、
こ
の
と
き

の
灌
漑
面
積
は
稲
毛
領
三
七
ヶ
村
、
川
崎
領
二
三
ヶ
村
合
わ
せ

て
六
〇
ヶ
村
の
一
八
七
六
町
歩
で
あ
っ
た
。
一
〇
〇
年
後
の
一

七
一
七
（
享
保
二
）
年
に
は
二
〇
〇
七
町
歩
に
達
し
て
い
た
。

取
水
口
は
、
当
初
は
上
河
原
口
（
蛇
か
ご
堰
が
設
置
さ
れ
た

の
は
近
世
中
期
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
だ
け
で
は
用
水
が
不
足

し
た
た
め
、
そ
の
完
成
か
ら
約
二
〇
年
後
の
一
六
二
九
（
寛
永

六
）
年
、
四

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

下
流
の
位
置
に
宿
河
原
口
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
両
取
水
口
の
間
に
、
二
ヶ
領
用
水
と
同
時
期
に
整
備
さ
れ

た
左
岸
（
東
京
側
）
の
六
郷
用
水
の
取
入
口
が
あ
り
、
世
田
ヶ

谷
領
五
〇
〇
町
、
六
郷
領
一
〇
〇
〇
町
を
灌
漑
し
た
。

二
ヶ
領
用
水
・
六
郷
用
水
が
、
近
代
に
な
っ
て
上
水
取
水
の

た
め
の
調
布
堰
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
最
下
流
部
で
の
取
水
で
あ

っ
た
（
図
4
）。
こ
れ
ら
の
用
水
は
再
び
多
摩
川
に
戻
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
一
方
、
羽
村
堰
か
ら
上
河
原
堰
の
間
に
は
日
野

用
水
、
府
中
用
水
な
ど
の
い
く
つ
か
の
中
小
規
模
の
農
業
用
水
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三
角
州
の
先
端
部
で
干
拓
新
田
が
造
成
さ
れ
、
そ
の
灌
漑
は
二

ヶ
領
用
水
・
六
郷
用
水
で
行
わ
れ
た
。
各
用
水
内
部
で
は
旱
魃

の
時
に
は
水
争
い
が
生
じ
て
い
た
。
だ
が
、
近
世
に
お
い
て
、

玉
川
上
水
と
二
ヶ
領
用
水
と
の
間
で
は
取
り
立
て
て
水
利
紛
争

は
生
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
羽
村
と
二
ヶ
領
用
水
の
取
水
堰
と

の
間
に
直
線
に
し
て
約
三
六

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

の
距
離
が
あ
り
、
そ
の
間
に

秋
川
、
浅
川
な
ど
の
有
力
な
支
川
が
合
流
し
て
い
た
こ
と
、
ま

た
羽
村
取
水
堰
が
二
〇
〇
分
の
一
〜
四
〇
〇
分
の
一
の
き
つ
い

勾
配
の
扇
状
地
上
に
位
置
す
る
た
め
、
蛇
か
ご
・
木
工
沈
床
で

基
礎
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
伏
流
水
、
漏
水
が
か

な
り
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

＊
幕
末
の
横
浜
へ
の
導
水

幕
末
の
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
に
調
印
さ
れ
た
日
米
修
好

通
商
条
約
に
よ
っ
て
横
浜
が
開
港
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
欧
米

お
よ
び
日
本
の
商
人
が
住
み
は
じ
め
、
外
国
人
居
留
地
が
形
成

さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
飲
料
水
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。
最
終

的
に
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
横
浜
か
ら
遠
く
離
れ
た

相
模
川
を
水
源
と
す
る
日
本
最
初
の
近
代
水
道
が
整
備
さ
れ
た
。

そ
の
前
に
整
備
さ
れ
た
の
が
、
二
ヶ
領
用
水
か
ら
導
水
す
る
横

浜
木
樋
水
道
で
あ
っ
た
（
図
5
）。
相
模
川
に
比
べ
て
多
摩
川

の
方
が
は
る
か
に
近
い
。
近
代
水
道
の
よ
う
な
圧
力
水
道
で
は

な
か
っ
た
が
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
着
工
さ
れ
七
四
年

に
通
水
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
実
現
に
は
、
多
大
な
苦

労
が
あ
っ
た
。

木
樋
水
道
は
二
ヶ
領
用
水
路
の
多
摩
川
取
水
口
に
ほ
ど
近
い

と
こ
ろ
か
ら
分
水
さ
れ
た
が
、
用
水
路
下
流
の
村
々
か
ら
強
い

反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
旱
魃
が
続
く
と
灌
漑
用

水
ど
こ
ろ
か
飲
料
水
も
不
足
し
て
い
た
。
神
奈
川
県
は
、
国
際

都
市
横
浜
の
飲
料
水
を
何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
説
得

図 5 横浜木樋水道概況図
（出典：『横浜市水道七十年史』横浜市水道局、1961年）
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多
摩
地
域
が
東
京
府
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま

で
、
羽
村
堰
そ
し
て
玉
川
上
水
道
の
か
な
り
が
神
奈
川
県
下
に

あ
っ
た
。
移
管
の
背
景
に
は
市
内
で
の
コ
レ
ラ
問
題
が
あ
り
、

水
源
は
自
ら
が
管
理
す
る
と
の
東
京
府
の
意
向
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
市
民
の
増
大
が
あ
り
、
一
九
一
三
年
か
ら
第
一
水

道
拡
張
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
羽
村
堰
か
ら
さ
ら
に
新
た
な
取

水
門
を
造
っ
て
増
水
す
る
も
の
で
、
こ
の
事
業
に
よ
り
村
山
貯

水
池
、
山
口
貯
水
池
、
境
浄
水
場
が
築
造
さ
れ
た
。
こ
の
取
水

量
増
大
に
対
し
て
下
流
か
ら
の
抵
抗
は
即
座
に
は
表
面
化
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
悪
影
響
が
下
流
に
生
じ
て
い
た
の
は
間
違
い

な
い
。
そ
れ
は
、
第
二
水
道
拡
張
計
画
時
に
噴
出
し
た
。

東
京
市
は
、
第
一
水
道
拡
張
事
業
が
完
成
す
る
前
に
第
二
水

道
拡
張
計
画
に
取
り
か
か
っ
た
。
実
績
使
用
量
が
大
幅
に
計
画

を
上
回
り
、
深
刻
な
水
不
足
の
懸
念
と
給
水
区
域
の
拡
大
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
水
源
と
し
て
、
結
局
は
多
摩
川
上
流
部

に
大
貯
水
池
を
造
り
、
流
量
調
節
を
行
っ
て
羽
村
か
ら
の
取
水

量
を
増
大
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
た
。
小
河
内
ダ
ム
の
築
造
を
中

心
と
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
こ
の
時
ま
で
に
羽
村
地
点
に
お
け

る
自
然
の
流
況
で
の
安
定
流
量
は
ほ
ぼ
取
水
さ
れ
、
こ
れ
以
上

の
取
水
に
は
貯
水
池
に
よ
る
流
況
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と

に
努
め
た
。
し
か
し
水
量
に
余
裕
の
な
い
多
摩
川
か
ら
、
水
源

が
補
強
さ
れ
な
い
ま
ま
の
横
浜
へ
の
分
水
は
、
そ
の
最
下
流
部

で
取
水
し
て
い
る
二
ヶ
領
用
水
に
と
っ
て
容
易
に
の
め
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
用
水
側
は
、
多
摩
川
か
ら
の
取
水
量
を
増
や

せ
ば
、
そ
の
量
を
分
け
て
や
っ
て
も
よ
い
と
の
承
諾
書
を
提
出

し
た
り
し
た
。
結
局
は
、
上
河
原
、
宿
河
原
両
取
水
口
の
維
持
・

修
繕
費
用
の
一
部
を
水
道
側
が
負
担
す
る
、
堰
の
補
強
・
水
路

の
改
修
を
水
道
側
の
資
金
で
行
い
下
流
部
へ
も
十
分
水
が
達
す

る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
条
件
で
、
や
っ
と
の
こ
と
で
実
現
し
た

の
で
あ
る
。
水
源
の
補
強
が
な
い
ま
ま
、
多
摩
川
か
ら
の
横
浜

へ
の
導
水
は
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

四

水
利
を
め
ぐ
る
東
京
・
神
奈
川
の
戦
前
の
紛
争

近
代
に
な
っ
て
、
東
京
は
そ
の
発
展
・
整
備
と
の
関
連
で
水

道
事
業
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
内
務
大
臣
の
許
可
が
下
り
、
九
三
年
に
着
工
し
て
東
京
市
水

道
事
業
が
始
め
ら
れ
、
一
九
一
一
年
に
全
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

改
良
（
創
設
）
水
道
で
あ
り
、
従
来
の
玉
川
上
水
道
を
利
用
し

て
淀
橋
浄
水
場
が
築
造
さ
れ
た
。
工
事
に
着
手
し
た
同
じ
九
三

年
、
神
奈
川
県
に
属
し
て
い
た
多
摩
川
上
中
流
部
を
占
め
る
三
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が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
計
画
に
対
し
て
、
下
流
二
ヶ
領

用
水
か
ら
厳
し
い
反
対
が
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
、
多
摩
川
か
ら
の
新
た
な

取
水
に
つ
い
て
、
東
京
府
知
事
は
神
奈
川
県
知
事
、
山
梨
県
知

事
に
照
会
を
行
っ
た
。
神
奈
川
県
は
多
摩
川
の
水
利
に
対
し
て

強
い
不
満
を
も
っ
て
い
た
た
め
回
答
し
な
か
っ
た
が
、
催
促
が

き
た
た
め
二
ヶ
領
普
通
水
利
組
合
に
照
会
を
行
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
組
合
は
、
羽
村
か
ら
の
取
水
の
増
水
に
対
し
て
強
い
反
発

を
示
し
た
。
こ
こ
に
上
流
で
取
水
す
る
東
京
市
と
下
流
に
位
置

す
る
二
ヶ
領
用
水
は
全
面
的
な
対
立
と
な
り
、
二
年
三
ヵ
月
に

及
ぶ
交
渉
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

二
ヶ
領
用
水
は
次
の
こ
と
を
主
張
し
た
。
二
ヶ
領
用
水
の
取

水
量
は
九
・
七
二
二
立
方

メ
ー

ト
ル

／
秒
で
あ
り
、
そ
の
取
水
施
設
を

東
京
市
に
よ
っ
て
整
備
す
る
こ
と
。
羽
村
堰
の
改
造
は
強
く
反

対
。
羽
村
か
ら
の
取
水
量
を
灌
漑
期
に
限
っ
て
一
二
・
三
三
立

方
メ
ー

ト
ル

／
秒
と
な
る
よ
う
改
造
す
る
こ
と
。
二
ヶ
領
用
水
取
水
の

安
定
的
確
保
の
た
め
、
羽
村
堰
下
流
か
ら
二
ヶ
領
用
水
取
水
口

の
間
に
あ
る
用
水
堰
の
改
造
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
等
。

東
京
市
、
神
奈
川
県
か
ら
幾
度
も
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
交

渉
は
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
展
せ
ず
、
内
務
省
が
仲
裁
に

入
っ
て
の
知
事
間
の
交
渉
な
ど
が
三
回
行
わ
れ
た
。
最
終
的
に

は
、
灌
漑
期
に
二
立
方

メ
ー

ト
ル

／
秒
ほ
ど
羽
村
堰
か
ら
流
下
さ
せ
る

と
と
も
に
、
下
流
の
用
水
路
の
改
修
費
等
と
し
て
東
京
市
が
二

三
〇
万
円
支
出
し
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
二
は
神
奈
川
県
下
の

用
水
路
に
あ
て
る
と
の
条
件
で
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年

申
し
合
わ
せ
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
か
ら
の
こ
の
補
償

費
に
よ
り
、
上
河
原
堰
、
宿
河
原
堰
は
蛇
か
ご
堰
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堰
に
改
造
さ
れ
た
。

五
　
小
河
内
ダ
ム
の
築
造
（
写
真
2
）

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
着
工
と
な
っ
た
。
そ
の
規
模
は
、

高
さ
一
四
九

メ
ー

ト
ル

、
総
貯
水
量
一
億
九
千
万
立
方

メ
ー

ト
ル

、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
容
積
一
六
〇
万
立
方

メ
ー

ト
ル

（
の
ち
の
変
更
で
一
六
八
万
立
方

メ
ー

ト
ル

）
と
、
当
時
の
日
本
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
桁
違
い
の

大
規
模
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
っ
た
。
当
然
、
機
械
化
施

工
で
も
っ
て
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
技
術
は
ア
メ
リ
カ
か

ら
全
面
的
に
導
入
し
て
行
わ
れ
た
。

一
九
三
六
年
、
第
二
回
国
際
ダ
ム
会
議
が
ア
メ
リ
カ
の
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
大
統
領
F
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
が
出
席
し
て
演
説
し
、
当
時
、
画
期
的
な
大
規
模
ダ
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ム
で
あ
る
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
使
用
開
始
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。
三

〇
〇
〇
マ
イ
ル
離
れ
た
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
の
現
地
か
ら
は
、
発
電

機
水
車
の
回
転
す
る
音
が
会
議
場
に
響
き
わ
た
る
と
と
も
に
、

技
師
長
が
ダ
ム
の
説
明
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
会
議
に

出
席
し
た
各
国
代
表
は
大
統
領
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
招
か
れ
、
大
統
領
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
と
握
手
を
受
け

た
。
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
は
ア
メ
リ
カ
の
国
家
威
信
を
示
し
た
も
の

で
、
並
々
な
ら
ぬ
自
信
と
誇
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
会
議
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
た
の
が
、
小
河
内
ダ
ム
建

設
事
務
所
長
の
小
野
基
樹
で
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
ア

メ
リ
カ
政
府
斡
旋
の

も
と
二
二
日
間
に
わ

た
る
米
国
横
断
ダ
ム

旅
行
団
が
結
成
さ
れ
、

フ
ー
バ
ー
ダ
ム
、
T

V
A
ダ
ム
群
、
グ
ラ

ン
ド
ク
ー
リ
ー
ダ
ム

な
ど
、
ア
メ
リ
カ
著

名
の
ダ
ム
す
べ
て
を

対
象
と
し
た
九
〇
〇
〇
マ
イ
ル
に
わ
た
る
ダ
ム
視
察
が
行
わ
れ

た
。
小
野
は
こ
れ
に
同
行
し
た
が
、
さ
ら
に
小
河
内
ダ
ム
築
造

の
工
事
用
機
械
類
の
調
査
と
調
達
と
い
う
重
大
な
任
務
を
持
っ

て
い
た
。
そ
し
て
重
要
な
施
工
設
備
機
械
類
は
、
フ
ー
バ
ー
ダ

ム
使
用
後
の
も
の
を
購
入
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
施
工
設
備
機
械
類
は
小
河
内
ダ
ム
サ
イ
ト
に
据
付
け

ら
れ
、
試
運
転
も
行
わ
れ
た
。
据
付
け
・
運
転
に
は
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
技
術
者
派
遣
が
な
か
っ
た
ら
難
し
い
と
い
わ
れ
た
が
、

日
本
技
術
者
の
み
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
戦
争
激
化
に
よ
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
直
前
の
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
中

止
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
こ
れ
ら
の
工
事
用
機
械
類
の
多
く
は
、

海
軍
の
要
請
に
よ
り
台
湾
の
達
見
ダ
ム
築
造
に
使
用
す
る
た
め
、

台
湾
総
督
府
へ
譲
渡
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
輸
送
途
中
、
門
司
埠

頭
で
足
止
め
さ
れ
た
ま
ま
で
終
戦
と
な
っ
た
。
戦
後
、
こ
れ
ら

の
機
械
類
は
東
京
都
に
よ
っ
て
買
い
戻
さ
れ
、
四
八
年
に
再
開

と
な
っ
た
小
河
内
ダ
ム
築
造
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

竣
功
は
五
七
年
で
あ
っ
た
。

六
　
近
代
改
修
事
業

多
摩
川
で
近
代
改
修
事
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
一
八

写真 2 小河内ダム
（出典：東京都水道局編『小河内ダム』1960年）
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（
大
正
七
）
年
で
河
口
か
ら
二
子
橋
ま
で
の
下
流
部
二
二

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
先
だ
ち
、
こ
の
区
間
で
入
り
乱
れ
て
い

た
東
京
府
と
神
奈
川
県
の
境
界
が
多
摩
川
を
境
と
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
途
中
、
関
東
大
震
災
に
あ
っ
た
り
し
て
工
事
は
遅
れ

竣
功
し
た
の
は
三
三
年
度
で
あ
る
。
そ
の
前
年
度
か
ら
そ
の
上

流
二
子
橋
〜
日
野
橋
間
二
一

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

で
改
修
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

途
中
で
戦
争
に
よ
る
中
断
が
あ
っ
た
が
戦
後
再
開
さ
れ
、
ま
た

六
七
（
昭
和
四
二
）
年
日
野
橋
よ
り
万
年
橋
（
六
一
・
八

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

）

区
間
が
新
た
に
直
轄
編
入
と
な
っ
て
改
修
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

日
本
で
国
直
轄
に
よ
る
本
格
的
な
近
代
改
修
が
始
ま
っ
た
の

は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
の
河
川
法
成
立
以
降
で
あ
る
。

そ
の
直
後
、
淀
川
・
筑
後
川
で
開
始
さ
れ
、
利
根
川
で
着
工
さ

れ
た
の
は
一
九
〇
〇
年
度
で
あ
る
。
荒
川
で
開
始
さ
れ
た
の
は

一
一
年
度
で
あ
る
が
、
そ
の
前
年
に
関
東
地
方
を
は
じ
め
東
日

本
で
大
水
害
が
生
じ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
政
府
に
臨
時
治
水
調

査
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
で
の
審
議
を
も
と
に
第
一
次
治
水
長

期
計
画
が
策
定
さ
れ
、
す
で
に
着
工
し
て
い
た
河
川
も
含
め
全

国
六
五
河
川
で
改
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち

二
〇
河
川
が
第
一
期
と
さ
れ
計
画
が
出
来
し
だ
い
着
工
と
な
り
、

荒
川
も
着
工
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
の
河
川
は
第
二
期
と
さ
れ

て
第
一
期
が
終
了
次
第
の
着
工
と
な
っ
た
が
、
多
摩
川
は
第
二

期
と
さ
れ
た
。

な
ぜ
多
摩
川
は
国
直
轄
と
さ
れ
な
が
ら
第
二
期
と
さ
れ
た
の

か
。
多
摩
川
は
、
近
世
か
ら
た
び
た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
明
治
に
な
っ
て
も
一
九
〇
七
年
、
一
〇
年
と
大
き
な
水
害

に
襲
わ
れ
た
。
し
か
し
日
本
全
体
か
ら
み
て
、
緊
急
に
治
水
が

必
要
な
河
川
と
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
氾
濫
域
は
下

流
の
三
角
州
を
除
き
丘
陵
と
台
地
に
囲
ま
れ
広
が
ら
ず
、
表
2

で
み
た
よ
う
に
利
根
川
・
荒
川
に
比
べ
て
少
な
い
。
そ
し
て
河

口
に
港
湾
も
な
く
、
氾
濫
域
の
都
市
化
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

首
都
東
京
の
市
街
地
を
流
れ
る
荒
川
（
隅
田
川
）
も
一
九
一

一
年
度
か
ら
と
、
淀
川
・
利
根
川
に
比
べ
て
遅
れ
た
。
そ
れ
は
、

江
戸
中
心
部
を
守
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
近
世
の
治
水
秩
序
が
有

効
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
注
）。

さ
て
、
多
摩
川
で
は
近
代
改
修
が
開
始
さ
れ
る
直
前
の
一
九

一
五
（
大
正
四
）
年
、
ア
ミ
ガ
サ
事
件
と
よ
ば
れ
る
大
き
な
事

件
が
生
じ
た
。
一
三
年
、
一
四
年
と
洪
水
に
襲
わ
れ
た
後
、
多

摩
川
右
岸
下
流
部
の
神
奈
川
県
橘
樹
郡
御
幸
村
（
現
在
の
川
崎

市
幸
区
と
中
原
区
の
各
一
部
）、
中
原
村
（
現
在
の
川
崎
市
中

原
区
）
な
ど
の
住
民
が
延
長
二
八
四
〇

メ
ー

ト
ル

の
早
急
な
築
堤
を
神
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し
て
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
ヶ
領
用
水
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
、
川
崎
市
が

管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
日
で
は
灌
漑
用
水
路
と
し
て

の
役
割
を
終
え
工
業
用
水
、
環
境
用
水
が
流
下
し
て
い
る
。
野

火
止
用
水
路
に
は
、
八
四
年
か
ら
清
流
復
活
と
し
て
三
次
処
理

し
た
下
水
再
生
水
が
流
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
で
は
玉
川
上
水

路
に
も
流
さ
れ
て
い
る
。

【
注
】

松
浦
茂
樹
『
国
土
づ
く
り
の
礎
・
・
川
が
語
る
日
本
の
歴
史
』
六
二
〜
六

四
頁
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
七
年

【
参
考
文
献
】

華
山
謙
『
多
摩
川
の
水
利
―
そ
の
史
的
展
開
』
科
学
技
術
庁
資
源
局
、
一

九
六
五
年

松
浦
茂
樹
『
戦
前
の
国
土
整
備
政
策
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年

『
新
多
摩
川
誌
』
財
団
法
人
河
川
環
境
管
理
財
団
、
二
〇
〇
一
年

ま
つ
う
ら
　
し
げ
き

建
設
省
技
官
、
東
洋
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
N
P
O
野
外

調
査
研
究
会
会
長
、
工
学
博
士

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
在
住

奈
川
県
に
求
め
、
編
笠
を
か
ぶ
り
大
挙
し
て
県
庁
に
押
し
寄
せ

警
官
隊
と
衝
突
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
無
堤
地
帯
で
あ
り
出

水
の
た
び
に
氾
濫
し
て
い
た
。
神
奈
川
県
は
築
堤
を
行
お
う
と

し
た
が
、
こ
こ
の
み
の
築
堤
は
自
ら
の
地
域
が
危
な
く
な
る
か

ら
と
い
っ
て
、
対
岸
の
東
京
府
側
は
強
く
反
対
し
た
。
結
局
は
、

一
八
年
か
ら
の
国
直
轄
事
業
の
改
修
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
多
摩
川
の
現
況
を
少
し
み
て
い
こ
う
。
一
九
七
四

（
昭
和
四
九
）
年
、
出
水
に
よ
り
河
口
か
ら
二
二
・
四

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

付

近
（
狛
江
市
二
ヶ
領
宿
河
原
堰
左
岸
）
の
本
堤
二
六
〇

メ
ー

ト
ル

が
決

壊
し
、
一
九
棟
の
人
家
を
流
出
し
た
。
洪
水
の
流
下
の
た
め
支

障
と
な
っ
て
い
た
宿
河
原
堰
が
爆
破
さ
れ
た
状
況
は
、
テ
レ
ビ

等
で
広
く
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
翌
年
の
七
五
年
、
新
た
な
改
修

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
治
水
の
安
全
度
を
二
〇
〇
分
の
一
、
つ

ま
り
二
〇
〇
年
に
一
回
生
じ
る
出
水
を
防
御
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
現
在
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
宿
河
原
堰
は
改
造

さ
れ
て
今
日
の
姿
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
最
初
の
河
川
環
境
管
理
計
画
が
、
一
九
八
〇
年
に
策

定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
改
訂
さ
れ
、
郊
外
地
と
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究
所
　
H
29

民
俗
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
116

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
　
H
29

法
政
史
学
87

法
政
大
学
史
学
会
　
H
29

駿
台
史
学
160

駿
台
史
学
会
　
H
29

立
正
大
学
博
物
館
館
報
万
吉
だ
よ
り

23
、
24

立
正
大
学
博
物
館
　
H
29

民
具
マ
ン
ス
リ
ー
589
〜
591

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究

所
　
H
29

120120

お
詫
び
と
訂
正

本
誌
一
六
五
号
特
集
「
治
水
・
利
水
に
関
わ
る
土
木
遺
産
」
に
お
き
ま
し
て

以
下
の
通
り
、
図
版
と
文
章
に
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

＊
一
〇
頁
・
図
3

図
中
の
「
基
礎
部
分
」

の
下
が
「
約
40
m
」
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

上
の
図
の
通
り
「
約
1

m
強
」が
正
し
い
で
す
。

＊
一
〇
頁
・
一
五
行
目

「
今
日
で
は
魚
道
と
な

っ
て
い
る
。」
を
削
除
。

＊
二
八
頁
上
段
・
最
終
行

誤
「
絵
葉
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
砂
防
堰
堤
写
真
の
撮
影
は
、
昭
和
一
〇
年
（
一

九
三
五
）
と
見
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。」

正
「
絵
葉
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
砂
防
堰
堤
写
真
の
撮
影
は
、
大
正
一
〇
年
（
一

九
二
一
）
と
見
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。」
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